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1趣旨

我が国農業者が減少する中で、農業が成長産業として持続的に発展し、

食料の安定供給を担っていくためには、様々な分野から農業人材の呼び

込みと定着を推進することが必要である。

一方、従前には見られない動きとして、スポーツ界から農業に参入する

アスリー トも現れてきている。アスリー トの引退年齢の平均が20代と言わ

れる中、農業に対して、セカンドキャリアとしての期待、プロチームの経営

基盤の強化といった期待が寄せられている。

他方、農業の知識・人脈がないアスリー ト等には就農へのハ ードルが高

く、アスリー トのセカンドキャリアとして農業が意識されることが少ないの

が実態。

これらを踏まえ、農業界とスポーツ界がより連携を深め、Win-Winの

関係となるような方策を検討するため、農業界とスポー ツ界との連携に

関する勉強会（以下「勉強会」という。）を設置する。

2勉強会の招集

勉強会は、農林水産省経営局が主催、スポーツ庁が協力。

3委員等

(1)委員は、別紙の「委員」の欄に掲げる者とする。

(2)勉強会は、委員のほか、別紙の「オブザーバー」の欄に掲げる者を置く

ほか、必要に応じて委員以外の者を出席させ、意見の表明などを求

めることができる。

4運営

(1)勉強会はオンライン会議を併用し、原則として冒頭のみ公開とする。

(2)配付資料及び議事概要は、勉強会終了後、農林水産省ホームページに

掲載する。ただし、委員その他の出席者からの提出資料であって、当

該者が非公開を希望したもの及び勉強会において非公開とすること

が適当であると認める資料については、この限りではない。

(3)勉強会の事務局は、農林水産省経営局就農・女性課において行う。

参考資料２
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農業界とスポーツ界との連携に関する勉強会 委員一覧 

【委員】 

荒牧  太郎 カフリンガ東久留米所属 現役フットサル選手

（（一財）日本フットサル連盟アスリート委員会 前委員長） 

一政 幹人  宮崎県児湯郡都農町役場企画課 企画政策係 主査 

岩田 和彦  全国農業協同組合連合会 耕種総合対策部 次長 

上野  馨太 （株）ジャパン・ベースボール・マーケティング代表取締役社長

川島  隆一 川島事務所代表、GCDF-Japan キャリアカウンセラー 

菊  幸一 国士舘大学 体育学部 特任教授 

近藤  真弘  （特非）ESDGZ OTAKI 副理事長 

酒井  大雅 （株）NTT アグリテクノロジー 代表取締役社長 

末松  広行  東京農業大学 教授（元農林水産事務次官） 

丹野  朝香  元実業団ソフトボール選手 

寺尾  恵一  （公社）日本サーフィン連盟 理事長 

村井  満 （公財）日本バドミントン協会 代表理事 会長 

渡邊  徳人  （株）サニーサイドアップグループ 代表取締役 

（五十音順・敬称略） 

【アドバイザー】 

中田  英寿 （株）JAPAN CRAFT SAKE COMPANY 代表取締役 

【オブザーバー】  

農林水産省関係課及び若手職員（政策 OpenLab「アス→ノウ」プロジェクト） 

スポーツ庁関係課及び若手職員

【事務局】 

農林水産省 経営局 就農・女性課 

（別紙）
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